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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月12日(2020.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
モル％表示にて、
ＳｉＯ２の含有量が５２～６８％、
Ａｌ２Ｏ３の含有量が５～２０％、
ＳｉＯ２とＡｌ２Ｏ３の合計含有量（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３）が６０～８０％、
Ｂ２Ｏ３の含有量が０～５％、
ＭｇＯの含有量が３～２８％、
ＣａＯの含有量が０～１８％、
ＴｉＯ２の含有量が０～５％、
ＢａＯおよびＳｒＯの合計含有量（ＢａＯ＋ＳｒＯ）が０～２％、
アルカリ土類金属酸化物の合計含有量（ＭｇＯ＋ＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯ）が１２～３０
％、
アルカリ金属酸化物の合計含有量（Ｌｉ２Ｏ＋Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ）が３．５～１１％、
であり、
Ｓｎ酸化物およびＣｅ酸化物からなる群から選ばれる少なくとも一種を含み、Ｓｎ酸化物
およびＣｅ酸化物の合計含有量が０．０５～２．００％であり、
ガラス転移温度が６２５℃以上、
ヤング率が８３ＧＰａ以上、
比重が２．８５以下、かつ



(2) JP 2020-121920 A5 2020.12.24

１００～３００℃における平均線膨張係数が４８×１０－７／℃以上である非晶質の酸化
物ガラスである磁気記録媒体基板用または磁気記録再生装置用ガラススペーサ用のガラス
。
【請求項２】
Ｌｉ２Ｏの含有量が０～８モル％、
Ｎａ２Ｏの含有量が０～１０モル％、かつ
Ｋ２Ｏの含有量が０～５モル％である、請求項１に記載のガラス。
【請求項３】
Ｓｎ酸化物およびＣｅ酸化物を含有する、請求項１または２に記載のガラス。
【請求項４】
アルカリ土類金属酸化物の合計含有量に対するＭｇＯおよびＣａＯの合計含有量のモル比
｛（ＭｇＯ＋ＣａＯ）／（ＭｇＯ＋ＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯ）｝が０．７５～１．００で
ある、請求項１～３のいずれか１項に記載のガラス。
【請求項５】
請求項１～４のいずれか１項に記載のガラスからなる磁気記録媒体基板。
【請求項６】
請求項５に記載の磁気記録媒体基板上に磁気記録層を有する磁気記録媒体。
【請求項７】
請求項１～４のいずれか１項に記載のガラスからなる磁気記録再生装置用ガラススペーサ
。
【請求項８】
請求項６に記載の磁気記録媒体および請求項７に記載の磁気記録再生装置用ガラススペー
サの少なくとも一方を含む磁気記録再生装置。
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